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◯
国
民
マ
ス
コ
ミ
か

ら
問
わ
れ
た
も
の
は

何
な
の
か
？ 

  

当
時
の
新
聞
で
の
指
摘
は
、
①
都

道
府
県
か
ら
デ
ー
タ
数
ヶ
月
分
を

一
月
分
と
し
て
ま
と
め
て
計
上
し

て
い
た
。
②
同
じ
業
者
の
受
注
実
績

を
２
回
集
計
す
る
「
二
重
計
上
」
が

生
じ
て
い
た
。
③
二
重
計
上
は
13

年
度
か
ら
生
じ
、
18
年
末
の
厚
生

労
働
省
「
毎
月
勤
労
統
計
」
の
不
正

の
一
斉
点
検
で
も
是
正
を
行
わ
な

か
っ
た
。
と
指
摘
さ
れ
た
。
④
Ｇ
Ｄ

Ｐ
統
計
の
基
礎
デ
ー
タ
で
あ
り
影

響
の
程
度
は
？
⑤
森
友
加
計
疑
惑

も
あ
り
当
時
の
政
権
へ
の
忖
度
が

働
い
た
の
で
は
、
と
言
っ
た
指
摘
が

さ
れ
て
い
る
。 

  
◯
「
検
証
委
員
会
」
の
調

査
結
果
で
は
？ 

  

こ
の
問
題
の
発
覚
後
、
「
建
設
工

事
受
注
動
態
調
査
の
不
適
切
処
理

の
係
る
」
検
証
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

そ
の
委
員
会
で
は
、
不
正
の
原
因
は

「
通
常
業
務
を
こ
な
す
だ
け
で
手

一
杯
」
で
「
点
検
や
見
直
し
を
行
う

人
的
及
び
物
的
余
裕
が
無
か
っ
た
」

と
さ
れ
、「
幹
部
の
現
場
任
せ
」「
分

業
意
識
」
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
管
理

職
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
問
題
が

あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

◯
事
務
事
官
訓
示
で
は
？ 

  

「
検
証
委
員
会
」
の
指
摘
も
受
け

た
形
で
発
せ
ら
れ
た
「
次
官
訓
示
」

で
は
、
「
一
部
局
の
問
題
と
し
て
矮

小
化
す
る
の
で
は
無
く
」
「
組
織
風

土
を
徹
底
的
に
改
め
る
」
事
を
求
め

て
い
ま
す
。
そ
の
改
め
る
べ
き
組
織

風
土
と
は
、
①
管
理
職
員
の
マ
ネ
ー

ジ
メ
ン
ト
の
軽
視 

②
管
理
職
と

現
場
職
員
と
の
情
報
の
分
断
・
分
業

意
識 

③
問
題
の
先
送
り
矮
小
化

等
の
危
機
管
理
意
識
の
欠
如 

の

三
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

建
設
業
者
が
公
的
機
関
や
民
間
か
ら
受
注
し
た
工
事
実
績
を
集
計
す
る
、
国
交
省

所
管
の
「
建
設
工
事
受
注
動
態
統
計
」
問
題
に
対
し
て
、
５
月
１
０
日
に
事
務
事
官

訓
示
が
出
さ
れ
、
各
地
方
整
備
局
で
局
長
コ
メ
ン
ト
が
付
さ
れ
「
業
務
内
容
の
点

検
」
が
課
せ
ら
れ
た
地
方
整
備
局
も
あ
り
ま
し
た
。 

国
民
や
マ
ス
コ
ミ
の
指
摘
に
真
摯
に
答
え
、
是
正
す
べ
き
は
是
正
す
る
の
が
行
政

の
姿
勢
で
あ
る
べ
き
で
す
が
、
今
回
の
対
応
に
は
大
き
な
疑
問
が
あ
り
ま
す
。 
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「
組
織
風
土
改
善
」
は
根

底
か
ら
の
見
直
し
が
必

要
！ 

  

我
々
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
も
「
組
織

風
土
」
と
称
す
る
三
つ
の
問
題
点
を

過
去
よ
り
幾
度
と
な
く
指
摘
し
問

題
視
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
組
織

風
土
」
を
改
め
る
こ
と
は
大
き
な
方

向
性
と
し
て
賛
成
で
す
。 

し
か
し
、
そ
の
「
組
織
風
土
」
の

根
底
は
、
要
員
が
少
な
く
手
一
杯
で

周
り
を
見
渡
す
余
裕
が
生
ま
れ
な

い
事
が
あ
り
、
２
年
、
３
年
以
内
で

転
勤
す
る
こ
と
が
普
通
で
専
門
性

の
継
続
に
配
慮
し
な
い
人
事
施
策

に
問
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
う

し
た
根
底
に
一
切
触
れ
ず
、
若
手
職

員
に
「
し
っ
か
り
耳
を
傾
け
る
」「
風

通
し
の
良
い
職
場
つ
く
り
」
と
言
わ

れ
て
も
、
改
善
で
き
る
こ
と
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。 

せ
め
て
、
当
局
と
し
て
「
必
要
な

要
員
確
保
に
努
力
す
る
」
決
意
を
示

し
、
ま
た
、
今
回
の
統
計
問
題
は
、

国
の
方
針
を
左
右
す
る
統
計
の
重

要
性
を
認
識
で
き
る
統
計
の
専
門

家
が
育
っ
て
な
か
っ
た
こ
と
も
問

題
で
、
Ｄ
Ｘ
や
災
害
対
応
も
踏
ま
え

電
気
通
信
や
機
械
職
等
の
専
門
性

を
向
上
さ
せ
る
等
の
姿
勢
も
示
す

べ
き
で
す
。 

    

国
民
マ
ス
コ
ミ
か
ら
の
疑

問
に
真
摯
に
応
え
る
。 

  

我
々
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
当
局

の
示
す
「
組
織
風
土
改
善
」
に
は
、

出
来
る
限
り
協
力
を
し
て
い
き
ま

す
が
、
中
部
地
整
で
は
、
事
務
所
・

出
張
所
の
管
理
職
員
に
「
業
務
点
検
」

が
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

事
務
所
・
出
張
所
は
要
員
が
少
な

く
手
一
杯
の
状
況
で
、
そ
の
上
に

「
業
務
点
検
」
を
課
す
こ
と
は
、
指

摘
さ
れ
た
問
題
点
を
更
に
重
く
す

る
も
の
で
す
。 

 

当
局
が
す
べ
き
こ
と
は
、
「
統

計
問
題
」
で
歪
め
た
デ
ー
タ
が
過
去

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
調
査
へ
ど
れ
だ
け
影
響

を
与
え
た
の
か
を
明
確
に
し
、
時
の

政
権
へ
の
忖
度
が
無
か
っ
た
こ
と

を
真
摯
に
国
民
に
説
明
す
る
こ
と

で
す
。
そ
れ
ら
が
無
く
「
業
務
点
検
」

を
我
々
管
理
職
に
過
剰
に
課
す
こ

と
は
、
争
点
そ
ら
し
の
カ
モ
フ
ラ
ー

ジ
ュ
に
等
し
い
行
為
で
国
民
に
対

す
る
真
摯
な
対
応
と
は
言
え
な
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 
■定年延長折衝報告 
各支部では、定年延長制度の運用について折衝で追

及をしています。その一部を報告します。 
【降格後のポスト】 
◯役職定年制で降格後のどんなポストを想定している

か？ 
◆事務所は事務所課長級、本局は補佐級スタッフポス

トを想定している。契約事務管理官、工事品質管理

官、用地対策官、事業対策官、占用調整管理官は今回

管理職見なしポストに指定されており、降格後のポス

トとはならない。３級ポストになる事はない。 
◯降格後のポストはラインポストもあり得るのか？ 
◆ラインポストは考えていない。 
◯我々の不安は、降格後の仕事内容にある。 
◆具体的な仕事内容には答えられない。 
【賃金】 
◯降格後の級の俸給に対して７割がかかるのか。 
◆給料が下がるが調整額が出るので、今もらっている

額の７割になるよう補填される。 
◯配転はどう考えているのか。 
◆官署を異とする（事務所が変わる）異動はありえ

る。 
◯福利厚生、共済は変わらないのか。 
◆現在の常勤職員と一緒である。 


